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このコーナーでは、町内で頑張っている人や、魅力的な団体などを紹介します。

ど
の
よ
う
な
業
務
で
す
か
？

調
査
内
容
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に

町
民
さ
ん
の
お
宅
や
田
原
本
町
に
本
社
の
あ

る
企
業
お
よ
び
法
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
へ
訪
問

し
、
調
査
書
類
の
配
布
と
内
容
説
明
を
し
て

い
ま
す
。

従
事
す
る
き
っ
か
け
は
？

「
最
近
、
何
し
て
る
の
？
」
と
い
う
お
友

達
と
の
会
話
か
ら
で
す
。

　

そ
の
お
友
達
が
調
査
員
を
さ
れ
て
お
り
、

調
査
員
の
話
を
聞
き
、
少
し
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
そ
の
後
、
た
ま
た
ま
役
場
に
来
る
こ

と
が
あ
り
、
お
友
達
と
の
話
を
思
い
出
し
、

登
録
だ
け
で
も
と
い
う
気
持
ち
で
始
め
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。

業
務
の
と
き
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

調
査
範
囲
の
通
知
が
き
た
段
階
で
一
度
担

当
地
域
の
下
調
べ
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

お
宅
や
企
業
へ
訪
問
す
る
際
に
は
ス
ム
ー
ズ

に
回
れ
る
ル
ー
ト
を
事
前
に
確
認
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
狭
い
道
や
迷
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、
な
る
べ
く
小
回
り
の
利
く

自
転
車
で
訪
問
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
留
守
の
お
宅
も
多
い
の
で
何
度
も

訪
問
し
、
な
る
べ
く
対
面
で
調
査
の
内
容
を

説
明
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
お
留
守
の
家
が
多
い
中
、
夏
の
暑
い
日
に

訪
問
し
た
お
宅
で「
ご
苦
労
様
、暑
い
で
し
ょ

う
。
冷
た
い
お
茶
飲
ん
で
行
き
な
さ
い
。」

と
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
こ
と

で
す
。

調
査
員
に
興
味
の
あ
る
人
へ

調
査
員
と
い
う
肩
書
が
固
い
の
で
難
し
そ

う
と
思
う
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
以
外
も
知
る
こ
と
が
で

き
、
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。

　
移
動
の
際
に
は
、
景
色
や
風
景
を
楽
し
み

な
が
ら
で
き
る
仕
事
だ
と
も
思
い
ま
す
。

　

人
と
接
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
今
、

初
対
面
の
人
と
接
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は

よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
仕
事
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
自
分
も
楽
し
め
る
業
務
だ
と
思
い

ま
す
。
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　統計事務に 8 年従事。
　これまで経済センサス
活動調査、住宅土地統計
調査、就業構造基本調査
などを担当していただい
ています。

中島明美さん

問　秘書広報課広報統計係☎ 34-2069

10 月 1日に国勢調査が実施されます。国勢調査は
5年に 1度実施される最も重要な統計調査で、国勢調
査においても統計調査員は調査の成功に欠かせない重
要な存在です。

　実働期間は 9月初旬～ 10月下旬で、ご自身の比較
的自由な時間帯で従事できます。興味のある人は、町
のホームページをご覧いただくか秘書広報課広報統計
係までお問い合わせください。

統計調査員を募集中！

説明会に参加 担当地域の確認 調査の説明と書類
の配布

町ホーム
ページ

統
計
調
査
員
　
中
島
明
美
さ
ん

仕
事
だ
け
れ
ど
、
自
分
も
楽
し
め
る

調査票の回収（インターネットや
郵送で回答した世帯は除く）

回収した調査票の
整理と提出
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高江 啓史 高江 啓史 
田原本町長田原本町長

町長活動記録

地域のことの「自分ごと化」
　河川や駅周辺の景観や衛生環境は自然
に保たれているわけではありません。
　町事業の定期的な清掃だけでは足りず、
早朝から毎日駅周辺のごみ拾いをしてく
ださっている方や、ウォーキングをしな
がら河川沿いのごみを拾ってくださって
いる方など、地域のことを自分ごととし
て捉えていただいている地域の方の自主
的な活動により、景観や衛生環境は維持
されています（本紙 2～ 5ページ）。地
域のことを自分ごととして捉えていただ
ける方の存在こそが、まさに地域の力で
す。清掃活動に限らず福祉や教育などあ
らゆる場面において、地域のことを自分
ごととして捉えて活動をしてくださって
いる皆さんに改めて感謝を申し上げます。
　家庭における適切なごみの分別といっ
たことも、地域のことの「自分ごと化」
です。皆さんの御尽力の結果、ごみの量
が減り、リサイクル率は増え、ごみ処理

に係る行政負担は減ってきています。こ
ういったことにも関心をお寄せいただき、
地域のことを「自分ごと」として考えて
いただける方が一人でも増えていただけ
ることを期待します。
 防災も「自分ごと化」
　梅雨期に入り雨が心配となる季節とな
りました。水害への対策として、本町に
おいては貯留施設の整備など各種の取
り組みを推進してまいりました。今年
度から新たに簡易型水位計を 20基設置
し、誰もがインターネットで浸水状況
を確認できる体制を構築します（本紙 6
～ 7ページ）。行政として今ある日常を
しっかりとお守りするため、力を尽くし
てまいります。皆さんにおかれましても、
備蓄品の準備やマイタイムラインの作成、
自主防災組織における訓練など、普段の
備えをぜひよろしくお願いいたします。
　地域のことの「自分ごと化」こそが地
域の力です。

■田原本インターチェンジ早期実現に向けての
　要望活動を行いました

　京奈和自動車道における田原本インターチェン
ジの早期実現に向けて、関係各所へ要望を行いま
した。
5 月 8 日：近畿地方整備局長へ要望
5 月 13 日：国土交通大臣・財務副大臣へ要望

近畿地方整備局への要望の様子

■�「災害時における被害状況の調査等に関する協
定書」締結式

　５月 16日に㈱中部トータルサービスと協定を
締結しました。これは、地震などの大規模災害が
発生した際の迅速かつ円滑な復旧活動および被害
者支援を目的としています。町で災害が発生した
際には、町施設などの排水管設備の被害状況調査
において、同社の協力をいただくこととなります。

　最新の町行政情報をお届け

町政トピックス
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